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 賃貸借契約書に、保証人は更新後の賃貸借契約に基づく

賃借人の債務について保証する旨の条項が入っている場合

は、更新後の滞納分についても保証責任が生じることはい

うまでもありません。 

 しかし、更新後の契約については保証責任を負わない旨

の条項が入っている場合は、更新後の滞納分について保証

責任は及びません。 

 問題は、これらの条項が記載されていない場合に、更新

後の契約上の債務について、保証人が責任を負わなければ

ならないかどうかという点です。 

（契約更新と保証人の地位の存続） 

 賃貸借契約が更新された場合、保証人はあくまで当初の

契約について保証したのであって、更新後の契約は別個の

契約であるとして更新後に生じた債務を負わないとする考

えもありますが、特段の事情がないかぎり原則として責任

を負うとした判例があります。 

 なお、更新は、合意による更新であっても、法定更新の

場合でも同様に責任を負います。 

 このように契約更新後であっても、原則として保証人

責任は継続することになりますが、保証人は賃借人の行

動を常に把握しているわけではありませんので、事情に

よっては保証人の責任が制限されることもあります。 

（保証人の責任が否定される場合） 

上記のように、契約更新後であっても原則として保証人

の責任は継続することになりますが、保証人は賃借人の

行動を常に把握しているわけではありませんから、事情

によっては保証人の責任が制限されることもあります。 

 この点、長期間にわたって賃借人が賃料を滞納つ続け

ていたにもかかわらず、保証人に何ら通知せず、契約を

複数回更新をし、結果として滞納期間が長期にわたった

事案につき下記の判例があります。 

 「賃料の滞納があったにもかかわらず、賃貸人が保証

人に何ら通知しないで契約を、複数回、合意更新するこ

とは社会通念上あり得ないことで、このような場合にも

保証人に責任を負わせるのは、保証人としての通常の意

思に反し、予想外の不利益を負わせるのは許されない」 

 このように、契約が更新された場合、合意更新、法定

更新とにかかわらず、原則として保証人の責任は継続さ

れますが、争いを避けるには、更新後における保証人の

責任の有無を契約書で明確にしておくことが大切です。 

№106 賃借人が契約更新をした後に家賃を滞納しているので、連帯保証人に滞納分を 

    請求しました。すると連帯保証人は「更新後の契約については保証責任はない」 

          と主張し支払ってくれません。保証人の主張は正しいのでしょうか？ 
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 境界標に何を用いるかについて法律上の制約は別段ありません。 

極端にいえば何でもかまいません。 

 しかし、境界を示すという目的からすれば、設置したにもかかわ

らず分かりにくいものや、すぐに腐ってしまったり壊れてしまうよ

うな耐久性のないものでは効果がありません。 

 そこで、境界標はできるだけはっきりしたもので耐久性もあり、

また、境界標が簡単に移動しては問題ですので移動が困難なものが

良いということになります。 

 この点から、一般的に用いられるものにコンクリート製の杭があ

り、コンクリート杭が設置できない場合には金属プレート、金属鋲

が用いられます。 

 なお、境界標には設置者、設置方法、設置手続き、境界標の種類

などにつき法律上の規定がなく、勝手に設置できるという点から必

ずしも信頼できる保証はありません。そのため設置時、設置状況、

設置者といったものを総合して信用度を判定することになります。 



んから勘違いしないで下さいね」 

担当者の言うとおり。これ以上聞いても事実がわかるわけで

はありません。あとは買主さんに直接聞くしかありません。     

 その夜、買主さん宅を訪問すると、「いまから晩酌の時間だ

けど一緒に一杯やる？」と出迎えてくれた御主人。 

 台所からは奥さんの手料理でしょうか、美味しそうな匂いが

漂ってきました。 

 「じつはローンのことですが・・・」 

「そうか、まだローンの結果が出ていなかったんだ。で、どう

だったの？」 

 「残念ですがダメでした。今回の融資はお受けできないとの

ことです」 

 「えっ、どうして？ どうして通らないのよ。銀行はどう言って

いるの？ 困ったわ。お父さん、どうしよう」 

 予想外の展開に、私が知っている奥さんとは別人のように

狼狽えています。 

 今朝、銀行の担当者の話しをそのまま伝えると 

「お父さん、私に隠れて借金でもしているの。どうなのよ」 

 「借金なんかある訳ないだろ。馬鹿なこと言うな」 

徐々に険悪なムードが漂い始めました。      次号に続く 
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シリーズ・わたしの営業体験 №.5 9   チラシは宝の山  その17 

  みちのく紀行 その3 

 前回は、間違いなく通ると思っていたローンがどういうわけ

か通らない・・・というところまででした。 

 翌朝、銀行の担当者に会いに行きました。 

個人情報を理由に詳細を教えてくれないだろうなと思いつつ

も電話のやりとりだけで済ませる訳にはいきません。 

 「自己資金も多いし年収も基準に達しているはずです。な

ぜ通らないのですか？」 

 「保証会社から否認の理由は聞かされていません。申し訳

ありませんがお答えのしようがありません」 

 「だったら推測でもかまいません。あなたの経験上、これだ

なと思うことありませんか。言質は取らないから教えて下さい」 

 担当者は困ったなという表情ですが、しばらく考え込んだ後 

ひときわ小さな声で話し始めました。 

 「たしかに自己資金は多く物件の担保不足は考えられませ  

ん。年収も返済比率が基準内ですから問題にはならないで

しょう。そうすると個人情報しかありませんね」 

 「個人情報？ ローンの申込人からは他に借入はないと聞

いているけどそうではなかったということですか？」 

 「これ以上のことはなにもわかりません。断っておきますが

いま話したことはあくまで一般論です。私の考えではありませ


